
突然だけど 
シーティングに必要不可欠なものを 
『１つだけ』あげるとしたら、あなたはなんて答える？ 
 

ぼくは座位が崩れる『原因がわかる』ことって答えるよ。 

  
最新モデルの高機能車イスがあっても 
車イスを工夫する豊富なアイディアを知ってても 
科学的な根拠に基づく座位の専門的知識があっても 
  

「……ところでさ、なんで座位崩れてるの？」 
って原因がわからない限り、座位は整わない。 
 
ぼくは人にシーティングについて 
アドバイスする機会がちょこちょこあるんだけど 

「……え？そこ大事なんですか？」 
ってキョトンとされることが意外と多いんだよね。 
 
シーティングって何か魔法みたいなスゴ技を 
イメージされてる方もいるかもだけど 
実際は全然そんなことないから。 

お年寄りは本当に 
『ちっぽけ』なことで座位を崩してる。 

  

その『小さな原因』にちゃんと気づいて 
１つ１つ丁寧に直していって 

そのちっぽけなことの『積み重ね』で 
やっと『普通の座位』にたどり着けるの。 

それがシーティング。 
  

だからこそ座位が崩れてる『原因がわかる』 
ってすっげー大事なのよ。 

 
この資料には 

安藤がお年寄りのどこをどうみて座位が崩れる原因に 
気づいているのかってポイントがザラッと書いてある。 

人にアドバイスするときも 
まずここに書いてあることを欠かさず見るようにしてる。 

 
原因を解決する方法についてはあんまし書いてないけど 

『どこが問題なのか』わかってさえいれば 
あとは発想次第でどーとでもなるから 

未来は明るいよ。 
あなたの役に立ちそうなら 

読んでみてね。 
 


